
　実際に作品構想についての話を聞くと、思いのほか自分の扱う対

象に通ずるところが多く、興味をひかれた。知床は、2005年の世界

自然遺産登録へ向けての生態調査で海藻担当として参加し、登録後

のモニタリングでも定期的に野外調査を実施していることから、こ

こ15年ほど馴染み深いフィールドである。また、太古の藻類による

酸素発生型光合成がもたらした地球環境の激変がなければ、生物の

進化の方向性は全く異なり、もちろん我々人類も誕生しなかったで

あろうこと、しかもそれら藻類の生命活動の副産物が、鉄や石油や

コンクリートといった現代文明を支える地下資源となっていること

は、毎年の授業でも学生たちが感心してくれるトピックだ。長坂の

作品にぜひ協力したいと感じ、さっそくイデユコゴメの培養に関す

る論文などを調べ始め、必要な試薬や器具も取り寄せた。それから

約1か月後の3月末、長坂がカムイワッカで採集した実物を受け取

り培養を開始。若干の試行錯誤を経て、摂氏45度の恒温培養器に収

めた三角コルベンの中で、イデユコゴメは秋の展示に向けて順調に

増殖していた。ところが展示も目前となった9月上旬、大きな地震

が北海道を襲った。研究室で維持している多数の藻類培養株は、揺

れによる培養シャーレの直接の破損と、それに続く3日間にわたる

停電による培養器の停止により、相当数が枯死してしまった。しか

し意外にも、高温が必要なために停電の悪影響が最も危惧されたイ

デユコゴメは無事に生き延び、長坂の作品の素材としての役割を全

うしたのである。

　長坂自身も承知しているとおり、作品の構成要素の一つであるス

トロマトライトは原核生物の藍藻類であり、真核生物であるイデユ

コゴメとの分類学的な類縁関係は、決して近いわけではない。それ

にもかかわらず、活発な火山活動を伴う太古の地球を思わせる、苛

酷な環境で生き続ける生物という、観念的な両者の共通性は、誰し

も感じることであろう。また別の視点では、葉緑体の起源が、そも

そも細胞内共生で獲得された藍藻であるという、両者の関係性もあ

る。こうした、いくつかの意味合いを重ねることで得られる効果も、

　大学で藻類の分類学の仕事をしている関係上、しばしば学外から

の問い合わせを受けることがある。その多くは、テレビ番組の映像

にあわせたナレーションの原稿に科学的な誤りがないか確認してほ

しいであるとか、養殖池に藻が生えて困っているので種類と対策を

教えてほしい、といった、いわゆる理科学系の専門家による社会貢

献の仕事としては、すぐに連想される内容のものが大半である。と

は言え時折、小説に分類学者を登場させたいので取材をしたいであ

るとか、美術館で展示するエミール・ガレの花瓶に描かれたモチー

フの海藻の種類を特定してほしいといった、文学や美術の分野から

の相談を受けることもある。今回、イデユコゴメについて聞きたい

という芸術家がいるが受けてよいか、という連絡が来たときも、当

初はそういった些細な問い合わせの一つにすぎないと思った。イデ

ユコゴメとは、高温・強酸性の温泉に生育する単細胞の紅藻類。藻

類学者であれば誰でも聞いたことがある種類だが、実際に扱ってい

る分類学者はそう多くない。むしろ、極端な環境条件で生育するイ

デユコゴメは培養中に他の生物が混入して繁殖する心配がないこと

から「素人」でも管理が比較的容易であるため、光合成機能の研究

などといった、分類学者以外の生物学者のほうが多く取り扱ってい

るかもしれない。自分の専門分野は多細胞生物である海藻類の生物

地理や系統分類、なかでも紅藻類の中のある一群をライフワークと

しており、紅藻類の専門家といってよい。ところが、単細胞と多細

胞の藻類には色々な面で隔たりがあることから、大半の分類学者は、

いずれか一方のみを専門的に取り扱うのが実情である。自分もイデ

ユコゴメについては教科書程度の知識しかないので、当初は、より

適切な他の研究者を紹介する窓口程度に貢献できれば、という程度

の気持ちで引き受けた依頼であった。

藻類



作品の意図に含まれているのだと思う。いま思えば、ガレの花瓶の

海藻を小さな特徴からこの種であると決めつけたのは、作品の意図

を狭める愚行であったようにも感じる。

　「藻類」という区分自体にも、観念的な共通性といった、似たよう

な側面がある。現在の生物分類学では、共通の祖先を持つまとまり

のみを、一つの分類群として認識する。ギリシア時代から長い間、

みずから動くことができる生物を動物、それ以外を植物とする分け

方が続いていたが、近年の電子顕微鏡の発達や遺伝子解析の技術が、

この常識を覆した。花を咲かせない下等な植物として一纏めにされ

ていた中で、菌類は花を咲かせる植物よりもむしろ動物に近いこと

が判明し、また、単なる色の違いとも言われていた緑藻・褐藻・紅

藻という海藻の３つの区分は、菌類と動物との違いよりもさらに離

れた系統関係にあることが明らかになった。単細胞藻類に至っては、

海藻よりさらに多くの独立した系統から成る。藻類という区分に含

まれる生物は、系統的には非常に雑多な寄せ集めということになる。

それでも、比較的単純な構造で、水中に生育し、酸素発生型光合成

をするという、生物としての在り方の共通性から、分類学的な単位

とは別の観点で、藻類という区分が現在も用いられているのである。

　じつは遺憾なことに、2018年秋の長坂の作品を、同じ札幌市内で

開催されたにもかかわらず都合が合わず、実際に鑑賞することが叶

わなかった。このたび北海道大学総合博物館の夏の企画展示を担当

し、藻類を取り上げることになった。個々の収蔵標本の学術的な価

値を伝えることも企画展示の趣旨であるが、ガレが着目したような

海藻の様々な造形や、古い標本ラベルの歴史を感じさせる風合いな

ど、芸術的な観点からも収蔵標本は面白いものである。この長坂の

作品を展示室中央に再構成することで、藻類の持つ奥行きを感覚的

に伝え、また学術と芸術の相乗効果により、深みのある企画展示が

実現できるものと期待している。
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惑星の、時間旅行へ」（十和田市現代美術館、奥入瀬エリア｜2013年）、「Media/Art Kitchen」
（ジャカルタ、クアラルンプール、マニラ、バンコク、青森｜2013年 -2014年）、「あいちト
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フレド・ラム現代美術センター｜2018年）などの企画に関わる。第58回ヴェネツィア・ビエ
ンナーレ国際美術展日本館展示「Cosmo-Eggs｜宇宙の卵」（2019年）キュレーター。
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物相モニタリング調査に海藻担当として参画。
2012年夏季企画展示「藻類が人類の未来を救う」担当。
2012年北海道大学総合博物館資料基礎研究系講師に昇任。
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cality of old specimen labels, which evoke the feelings of history in 

us. By having Nagasaka’s work, which will be re-con�gured to �t 

into the exhibition, in the middle of the exhibition space, I hope to 

sensuously convey the profoundness of algae to the audiences and 

make an intriguing exhibition by the synergetic effect created by art 

and science.    

Tsuyoshi Abe




